
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休みの午後、僕は図書館の裏にある自販機の前で百円玉を落とし

た。転がっていく硬貨を拾おうとした瞬間、黒いサンダルの足がぬ 

っと伸びてきた。「はい、百円の旅、終 

了」。顔を上げると、麦わら帽子のおじさ 

んが笑っていた。白いシャツにペンキの 

跡がついていて、年齢はよくわからな 

い。「何してるんですか？」わざとぶっき 

らぼうに聞くと、おじさんはニコニコし

ながら「世界の修理」と言って、ベンチを指さした。見ると、板が

１枚外れかかったベンチの上に工具箱が置いてある。「誰も気づか

ないところを直す仕事さ。しかも勝手に」「それ、仕事じゃないじゃ

ん」「そう。だから面白い」。変な人だ。僕は自販機で炭酸を買って、

なんとなくその場に残った。おじさんはそんな僕にお構いなしで、

汗だくになってベンチのネジを締めている。「世の中ってな、目立

つ人が動かしているように見えるだろ。歌う人、勝つ人、怒る人、

笑う人、決める人。でも本当は、誰かがゆるんだネジを締めてるか

らなんとか回ってるんだよ」。ネジを締めなおしたベンチは少しだ

けまっすぐになった。「それ、誰かにほめられるんですか？」「たま

に猫が座る」おじさんが真顔で言うから僕は吹き出した。世界は、

名前も知らない人たちがネジを締めなおして回ってる。帰り道、そ

う思って周りを見てみると、道端の花壇には誰かが水をやった跡が

残っていた。曲がった標識には新しい針金がぐるぐる巻かれ、古い

掲示板の画びょうは、ちゃんと四隅に打ち直されていた。見慣れた

風景の中にある誰かの小さな仕事の跡。それに気づいた僕は、たぶ

んニヤニヤしていたと思う。それは、ゲームの隠しアイテムを見つ

けたときの気分とよく似ていたから。 

― 弊社のモットー ― 

私共はあなた様の想いに誠心誠意、奉仕致

します。 つまり、 

愚直に、真面目に、地道に、誠実に、謙虚

に、スピード感を持ってことにあたります。 

株式会社 エルフォルク 

〒733-0002 

広島市西区楠木町 3丁目 10-22 

TEL：082-230-8870  FAX：082-230-8871 

https://www.tent-erfolg.co.jp 

今月の気になっていたあの言葉：【アンソロピック】 

米国のトップＡＩのスタートアップ企業。OpenAIの元メンバーが安全性と倫理性を掲げて２０２１年に設立。

対話型ＡＩ「Claude（クロード）」を開発、展開した。最新モデル「Mythos（ミトス）」はトップレベルの人間

のハッカーに匹敵するサイバーセキュリティ能力を持ち、これを悪用したサイバー攻撃対策が急務とされる。 


